
1.評価対象期間　2025年4月1日～2026年３月31日

2.評価基準　4：できている　3：どちらかといえば出来ている　2：どちらかといえば出来ていない　1：できていない

3.アンケート実施期間　2026年2月13日～2026年2月20日

4 3 2 1

1 「挑戦・謙虚・感謝」が教職員、生徒、保護者等の学校関係者によく浸透しているか 33% 33% 22% 11%

2 教育課程や教育活動が、生徒・保護者に適切に説明をおこなっているか 22% 44% 33% 0%

3 生徒の学力・体調等、個々に応した指導・支援を行っているか 22% 67% 11% 0%

4 校務分掌が適切に機能し、報告・連絡・相談が常になされているか 0% 44% 33% 22% 情報共有の流れを明確にし、校務分掌が適切に機能するよう努める。

5 教職員間の相互理解・共有がなされているか 0% 67% 11% 22% 会議や研修等の機会を利用し、相互理解・共有がされるようにする。

6 企画会議や職員会議等の意義を理解し、有効且つ効率的に機能しているか 22% 22% 33% 22% 会議が有意義なものとなるよう内容や実施時間の改善に努める。

7 学校の経営指揮や財務(収支等)状況を理解できているか 0% 11% 56% 33% 研修等を利用し、教職員が理解する場を設ける。

8 就学支援金に係る事務手続きが適切に行われているか 33% 56% 11% 0%

9 安全点検を定期的に実施し、修繕箇所等も迅速に対応出来ているか 11% 44% 33% 11%

10 事故・災害等に対する役割分担・連携が明確になっているか 11% 44% 22% 22% 防災にかかわるマニュアル等を再確認し、会議等で教職員に周知する。

11 学校のホームページで可能な範囲で情報公開をしているか 33% 44% 22% 0%

12 学校教育活動全般にわたり、学校通信(学校・学年だより)等で報告しているか 0% 22% 56% 22% 様々な媒体を利用し、報告する機会を設ける。

13 教具、通学路等の安全点検を定期的に実施し、危機管理マニュアルに基づいて、適切に対応して いるか 0% 33% 67% 0%

14 生徒・教職員の個人情報の管理が厳格に行われているか 33% 22% 33% 11%

15 地域住民や地域イベント等に積極的に関わっているか 0% 67% 33% 0%

16 レポートが学習成果を高める取り組みになっているか 0% 67% 33% 0%

17 生徒が主体的に参加でき、知識・理解が身につく授業を展開しているか 0% 56% 44% 0%

18 スクーリング年間計画に基づき、滞りなく実施出来ているか 67% 22% 11% 0%

19 単位認定試験が受けられるための指導・支援を行っているか 44% 44% 11% 0%

20 各種活用能力や情報モラル等の教育に取り組んでいるか 11% 22% 56% 11%

21 様々な学習方法で人権尊重の意識を高める教育を行っているか 0% 67% 22% 11%

22 日常生活や学校生活上での事故や災害から身を守るための教育を行っているか 11% 44% 44% 0%

23 心身ともに健康な生活を送るための、規則正しい生活や栄養素を考えた食事についての教育を行っているか 22% 33% 33% 11%

24 スポーツ・芸術文化活動を計画的に教育活動に取り入れているか 22% 67% 11% 0%

25 グローバル化時代の中、他国の歴史や文化等に触れる機会を取り入れ、国際理解の教育活動を取り入れているか 11% 33% 22% 33% 国際理解に関する教育活動の機会を設ける。

26 イベント等の学校行事を活発に行っているか 44% 56% 0% 0%

27 部(クラブ)活動を活発に行っているか 56% 44% 0% 0%

28 地域のボランティア活動に参加する等し、多彩な活動を行っているか 0% 56% 44% 0%

29 学校の方針に従って、共通理解のもとに行っているか 22% 67% 11% 0%

30 良好な生活のために組織的な支援体制のもとに対応しているか 11% 33% 44% 11%

31 生徒支援のための保護者(家庭)と綿密な連携がとれているか 22% 67% 11% 0%

32 問題行動への対応として、積極的な対応並びに発生時の早期対応早期解決に取り組んでいるか 33% 44% 11% 11%

33 カウンセリング機能を取り入れた支援体制のもとに対応しているか 33% 33% 22% 11%

34 心身ともに健康であるための支援(定期的活動、保健だより等)が行われているか 0% 44% 11% 33% スクールソーシャルワーカーなどと連携をりながら支援の充実に努める。

35 個の能力、興味、関心、適性に応じた進路選択が出来るような支援を行っているか 22% 56% 22% 0%

36 年層別の抱える課題を共有し、解決方法を見出しているか 11% 67% 22% 0%

37 教科別並びに個々に研究テーマを設定し、理論的、実践的な取り組みが出来ているか 11% 67% 11% 11%

38 サポート校での授業等を通して、教育環境を理解出来たか 22% 44% 11% 22% 研修等で教育環境を理解する機会を設ける。

39 外部機関の講座等に積極的に参加し、授業等に活かしているか 11% 33% 44% 11%

40 サポート校以外の学校や会社等との交流の機会があったか 11% 44% 22% 22% 外部での会議や研修会等に参加する機会を設ける。
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